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文化企画 吟行俳句会

　支部は 6 月 23 日に文化企画「吟行俳句会～風薫る小林一三の愛した邸宅で～」を開催し、

会員・家族ら 16 人が参加した。岡本クリニック（宝塚市）院長の岡本純子（俳号：品川純胡）

先生を中心に、小林一三記念館（大阪府池田市）を散策しながら俳句を詠んだ後、敷地内の

邸宅レストラン「雅俗山荘」で食事を楽しみ、池田市立カルチャープラザに移動して句会を

開催しそれぞれ俳句を披露した。参加した堀池周司先生の感想文を紹介する。

　2 日前に梅雨入りした６月２３日の日曜日、兵庫県保険医協会北阪神支部恒例の吟行句会

が開催されました。今回も御指導いただくのは宝塚の岡本先生（俳号品川純胡）です。阪急

宝塚線池田駅改札前に集合し、まず中井通治支部長・澤村新幹事（俳号いるふ）からお言葉

を頂きました。

　古い商店街を抜け、雨のおかげで猛暑も和らぎ、洗われた草木の緑が眩しい、小林一三記

念館の庭で句作に励みました。隣接する邸宅レストラン雅俗山荘では、梅雨晴間の陽光射す

～風薫る小林一三の愛した邸宅で～

川西市・堀池歯科　堀池 周司（俳号麟炎）

それぞれ吟行し作成した 7 句を披露
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行
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兵庫県保険医協会北阪神支部  

第 13 回 医療安全管理対策研修会  

  
２００７年の医療法改定により、すべての医療機

関に医療安全管理が義務化され、職員の研修を年２

回程度実施することが求められています。 

今回は、外来で必要な感染対策・医療安全管理に

ついてご要望の多い感染予防、PPE 着脱実技も盛り

込みながら、診療所にも対応した中身でお話しいた

だきます。      

 

※お問い合わせは、TEL:078-393-1805  

北阪神支部担当事務局・大橋・小川まで 

 

 

   

 

   FAX (078)393-1820              (切り放さずにご返信ください)  
       北阪神支部 医療安全管理対策研修会（8/31） 参加お申込み 

地 区（      ）医療機関名（                    ） 

   ＴＥＬ（              ）ＦＡＸ（              ） 

日 時  8 月31 日(土) 14 時～1６時 

会 場  東リ いたみホール ３階 大会議室 

講 演  「外来における感染予防対策」 

講 師  小川 麻由美 氏 （済生会兵庫県病院・感染管理認定看護師） 

参加費   1,000 円 (受講された方には受講証を発行します)  

定 員    70 人 (先着順) 

持ち物  自施設の長袖ガウンまたはエプロン（無い方はこちらでご用意いたします） 

〒664-0895 兵庫県伊丹市宮ノ前１丁目 1-3     

電話 072-778-8788  

※お車の方は近隣の有料駐車場をご利用ください。 

参 加 者 名 職    種 
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幹事会だより

第 440 回　7 月 4 日 ( 木 )　参加 7 人

◆北阪神支部の会員数と組織率
　6/30　現在　医科 376 人（77％）、歯科 220 人（68％）

◆情勢と医療運動対策
   11 月開催の支部総会、 冬に開催予定の文化企画について話し合われた。

◆当面の支部活動
　8 月 31 日 ( 土 ) 医療安全管理対策研修会として、 済生会兵庫県病院の感染管理認定

看護師　小川麻由美氏を講師に 「外来の医療安全管理」 を開催予定。

◆次回幹事会
　８月１日（木）14 時 30 分～「宝塚市中央公民館　205 学習室」にて開催予定
　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 小川・大橋まで

　　梅雨最中激しワイパー高速路　　　真胡

　　美しき梅雨に洗われ雅俗山荘　　　真胡

　　梅雨晴間緑眩しき草木かな　　　　真胡

　　水たまり避けて吟行梅雨晴間　　　彩胡

　　梅雨しとどたたずむ人我亭高邁に　彩胡

　　雅俗山荘入れば忘るる梅雨曇　　　彩湖

　　梅雨に濡れ草木の陰や石畳　　　　桝谷多紀子

　　散り逝きぬ翁哀しやすみれ花　　　桝谷多紀子

　　夏草の雨風忍び耐へており　　　　桝谷多紀子

　　水無月や風の囁き木々の声　　　　桝谷多紀子

　　シャッター閉ず店舗増え来て入梅す　玲子

　　青楓窓いっぱいの句会かな　　　　玲子

　　池田市の古き街並み遠青嶺　　　　たずる

　　梅雨晴間一三の生家庭の苔　　　　たずる

　　夏至の雨苔庭の角にたたずめり　　たずる

　　夏至の雨生家佇む庭の苔　　　　　たずる

　　糸雨の庭くちなしの花ま白なり　　尚子

　　半夏生五月山なる逸翁美術館　　　尚子

　　紫陽花のこの坂の上雅俗山荘　　　尚子

　　玉砂利の黒く光りて額の花　　　　尚子

　　南天の花白くして風に揺れ　　　　尚子

　　梅雨寒や五月山ごと雲の中　　　　尚子

　　梅雨しぐれ馬酔木葉ひかるにじりぐち　小川

　　薫香の梅雨に溶け合ふ人我亭　　　かおり

　　擬宝珠のはにかみつつもご挨拶　　かおり

　　費隠とふ名のある茶室半夏生　　　茂生

　　蹲の底に藻の生ゆ遅き梅雨　　　　茂生

　　背を過ぎるわずかの風の涼しかり　茂生

　　梅雨空や珈琲飲み終えいざ句会　　雄山

　　梅雨空に苔の香ただよふ雅俗山荘　雄山

　　梅雨空や風情のありし逸翁の町　　雄山

　　明易し商店街は昭和の香　　　　　西遼

　　夏草や恵みの雨受け彩を増す　　　西遼

　　草茂り川音静か蝉時雨　　　　中井通治

　　蝉の声風も豊かにそよぎをり　中井通治

　　吟行は蚊に刺されをりあと十分　いるふ

　　五月闇豪華絢爛仏料理　　　　　いるふ

　　乾杯し五月の闇の明かるかり　　いるふ

　　青梅や茶室に続く石畳　　　　　　麟炎

　　逸翁の館かすめて青葉風　　　　　麟炎

　　雲間からギヤマンに射す陽の光　　麟炎

　　紫陽花の色に溶け入る雨の街　　　麟炎

　　添え花の彩楽しめり夏料理　　　　麟炎

テラス席で、逸翁のバカラグラスを拝見するなど、歓談しながら美味しいフランス料理を目

でも楽しみました。

　その後タクシーに分乗し、石橋阪大前駅近くの池田市立カルチャープラザへ移動しました。

会社の取締役会のような大きな楕円のテーブルのある会議室で、総勢１６名の句会を行いま

した。純胡先生からは通常の句会とは異なる吟行の妙をご教授いただけました。梅雨最中に

楽しくオイシイ時間を満喫でき、事務局には感謝しております。最後に先生が選ばれた句を

挙げます。

　

　選者吟

　　黴の香旧居かしこみ拝観す　　品川純胡　黒々と五月山据え梅雨しとど　品川純胡　

　　夏萩や風より雨にゆれてをり　品川純胡　梅雨晴間束の間なりし吟行す　品川純胡　　

　　梅雨晴間一行詩のままならず　品川純胡　梅雨の音聞き給ひしか道祖神　品川純胡　　

　　蟇も居て雨の滴り人我亭　　　品川純胡

　純胡先生選　（吟行句）敬称略

健康情報テレホンサービス 通話料無料　（0120）979-451

★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放送してい

ます。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検索できま

す。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情報テ　レホンサー

ビス」をクリック。

【8 月のテーマ】 　

月曜日　円錐角膜　　　　　　　　　　　　　　　木曜日　生活習慣病

火曜日　診療報酬改定で何が変わったか　　　　　金土日　幻聴とは

水曜日　甲状腺眼症

★祝日は直前の放送日のテーマ、8 月 12 日から 15 日は金土日のテーマが放送されます。

★都合により、一部放送テーマが変更となる場合もあります。

★患者さんに配布していただける放送テーマのミニチラシ（A6 サイズ）を作成しています。

　送付ご希望の医療機関は事務局☎ 078-393-1840 まで。

（前のページより）

　純胡先生選　（句の他）敬称略

　　寝たる児に頬を寄せれば月の雨　　紗理ステファニー

　　帰宅時の突き刺す西日迎え梅雨　　たずる

　　幼稚園小さきプールに水満杯　　　雄山

　楽しい時間はアッという間に過ぎ、お腹も心も満たされ、リフレッシュできた休日を過ご

せたのではないでしょうか。北阪神支部恒例の行事として毎年の開催を希望するとともに、

他支部からの多くの方のご参加も期待しております。

開会の挨拶をする岡本先生


